
Kid's☆garden 

【
二
十
四
節
気
】 

小
寒
（
し
ょ
う
か
ん
）
小
寒
は
「
寒
の
入
り
」

と
呼
ば
れ
、
寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
す
頃
で
す
。

小
寒
～
大
寒
を
「
寒
中
」
や
「
寒
の
内
」
と
言

い
、
寒
中
見
舞
い
を
出
す
習
慣
が
あ
り
ま
す
。 

大
寒
（
だ
い
か
ん
）
大
寒
は
、
一
年
の
う
ち
で

最
も
冷
え
込
み
や
寒
さ
が
厳
し
い
と
さ
れ
、
寒

天
・
味
噌
・
酒
な
ど
の
仕
込
み
が
最
盛
期
を
迎

え
ま
す
。
大
寒
を
超
え
る
と
、
寒
さ
が
緩
ま
っ

て
春
の
近
付
き
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

【１月行事予定】  

１０（水） 避難訓練  

１７（水） 交通安全教室（きりん組以上） 

２４（水） お腹元気教室（ぱんだ組以上） 

２６（金） 食育：お箸の持ち方（きりん組以上） 

 

新
年
あ
け
ま
し
て 

 
 

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

本
年
も
ど
う
ぞ 

 
 

 
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

急
遽
、
園
だ
よ
り
の
原
稿
を
差
し
替
え
ね
ば

な
ら
な
い
大
変
な
年
明
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
被
災
地
の
皆
様
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
く
平

穏
を
取
り
戻
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
翌
、
二
日
に
は
羽
田
空
港
で

の
事
故
、
被
災
地
に
二
回
目
の
物
資
を
輸
送
す

る
際
の
大
惨
事
に
改
め
て
心
が
痛
い
想
い
で

す
。
そ
し
て
各
地
の
火
災 

、
、
、
コ
ロ
ナ
禍
が

明
け
や
っ
と
取
り
戻
し
た
、
昔
な
が
ら
の
お
正

月
で
家
族
が
集
い
楽
し
ん
で
い
る
最
中
、
心
の

隙
に
入
り
込
ん
で
き
た
よ
う
な
出
来
事
で
し

た

。 

 

近
年
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に
始
ま
り
日
本
各
地
、
北

は
北
海
道
か
ら
九
州
沖
縄
ま
で
、
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
地
震
列
島
日
本
、
そ
の
都
度
我
々
は
助
け
合

い
、
絆
を
確
認
し
、
立
ち
上
が
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
回
も
、
、
、
我
々
の
先
祖
は
、
こ
の
時
に
厳
し
い

自
然
と
文
化
を
、
高
い
次
元
で
調
和
を
保
ち
、
向
き
合
い

共
生
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
培
っ
て
き
た
の
が
“
和
の

心
”
で
あ
り
“
思
い
や
り
の
心
”
で
す
。
そ
し
て
、
被
災

地
で
は
助
け
て
も
ら
っ
て
当
た
り
前
で
な
く
、
“
感
謝
の

こ
こ
ろ
”
で
応
え
て
い
ま
す
。
普
段
平
穏
な
時
に
は
忘
れ

ら
れ
が
ち
な
こ
の
日
本
の
素
晴
ら
し
い
精
神
文
化
は
、
時

に
こ
の
よ
う
な
極
限
な
状
況
下
で
現
れ
ま
す
。
明
日
は
我

が
身
で
す
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、
被
災
地
の
み
な
さ
ん

の
状
況
に
心
を
馳
せ
、
各
々
が
で
き
る
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
達
に
こ
の
機
に

“
お
互
い
様
の
精
神
”
を
伝
え
て
行
き
た
い
と
も
思
い
ま

す
。
キ
ッ
ズ
☆
ガ
ー
デ
ン
の
保
育
目
標
は
“
『
思
い
や
り

の
あ
る
子
』
を
育
む
”
で
す
。
そ
れ
に
は
先
ず
、
我
々
大

人
が
思
い
や
り
を
持
っ
て
日
々
生
活
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
“
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
”
で
す
。
身
の

回
り
の
再
確
認
も
早
急
に
進
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

令
和
六
年 

睦
月
（
一
月
）  

 

【１月保育時間内カルチャー】  

 ぱんだ  きりん  ぞう・らいおん  

英    語 １６（火）２３（火）３０（火） 

体    操  

２２（月）２９（月） １５（月） 

 １６（火）３０（火） 

 知    育  ３１（水）  

Nature × Kids ▶ Kid's☆garden 

 

十
二
月
の
園
行
事
い
ろ
い
ろ 

♪ 
 

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
行
事
で
締
め
く
く
っ

た
年
の
瀬
で
し
た
！
一
つ
一
つ
の
行
事   

を
通
し
て
子
ど
も
達
の
成
長
を
実
感      

し
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
さ
ら
に
見
守 

り
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

← カッコいい サイヤ君のパパ・ママ 
 と昨年卒園のプレイズちゃん  

 ↑ ぞう組さんは最後の発表会 ↑ 
←お正月飾りつくり（奏の画像）  

大晦日の夜コフィ―先生の
お 義 母 様 が ガ ー ナ か ら  
カ イ ロ 経 由 で 初 来 日 ！ ！  
お 孫 さ ん と 嬉 し い 対 面 を 



 

『 我が家とKid's☆garden 』 ⑩  ぞう組 杉浦凛さん お父様、お母様 

我が家のキッズ生活は1歳からスタート。コロナもあり時期をずらして7月から入園しました。 

初めは不安も多く、こんなに小さいうちから預けて良いのか、寂しい思いをしていないかと悩むこともありましたが、お迎えに行き楽しそうに遊んでいる姿  

を見て安心しました。お迎え早すぎ！と言われてしまうこともあるくらいです。 

駅前園の時は玄関までだったのが今の園になって教室まで一緒行くスタイルになり、教室の雰囲気や遊んでいる様子を間近で見られるのはとても嬉しいです。 

言葉が遅かった娘も今は知らない歌を口ずさんだり、難しい言葉や言い回しで話したりしてその度に驚いています。先生方やお友達との生活が刺激になってい

るんだな、キッズにして良かったなと日々思っています。 

引越しの関係で12月末をもって退園することになりました。大好きな先生やお友達との別れは娘も寂しがっていますが、キッズでの経験が新しい保育園で必

ずいきていくと思います。先生方やお友達には感謝の気持ちでいっぱいです。今まで本当にありがとうございました。 

幼児体育講師の佐藤たえ子先生 

皆さんこんにちは 幼児教体育講師の佐藤たえ子です。 

 

クリスマス発表会、とっても素晴らしかったですね！みんな本当によく頑張りました。 

 

きりんさんは12月の体育も跳び箱です。 

全員足の開きが上手になりました。写真はブリッジです。 

頭が床から離れられる子が増えました。ブリッジは手さえ覚えれば簡単です。 

 

①足は開いて山にし、肘を高く肩の近くに手を置きます。(指は肩の方に向けます) 

②お尻を持ち上げます。初心者は頭のてっぺんを床につけましょう。 

③腕を伸ばしたら頭が離れるので、手と手の間の床に目線が行けばキレイなブリッジが出来ます。 

コツは腕の力だけでなく、背中で床を押す！と思うと上がります。 

 

ぞう、らいおんさんは縄跳びを始めました。 

連続で100回前跳びが出来るのが目標です！大縄跳びもやってます♪ 

 

2024年も一生懸命な子供達の成長を楽しみに私も頑張ります！ 

本年も宜しくお願いします。 



リトミック 井手口 佳奈子先生  

 ぱ ん だ き り ん ぞ う ・ らいおん  

１２月  

レポート 

クリスマスのプログラムはとても楽しかっ

たようで、なんども、もう一回やりたい！

の声が聞こえました。自分で表現する力が

とてもついてきて、それぞれの音楽に対す

る動き方が上手になったなーと見ていて 

感心しました。 

タンバリンを使用したクリスマスケーキ

を作るプログラムがとても盛り上がりま

した。スカーフでケーキの生地を作った

のが楽しかったようで、とても楽しそう

に音楽に合わせて動いてくれました。 

普段より少し簡単な内容で自分で表現すること 

を重視したクリスマスリトミックはとても楽し

かったようで、みんなおおはしゃぎでした。  

去年の内容を覚えているお友達が何人かいて、 

さらに工夫して表現しようとしている様子に  

とても驚かされ、成長を感じました。 

１月  

指導計画 

お餅つきのプログラムを行います。リズム

や音楽に合わせてぺったん、ぺったんお餅

をつきましょう。びよーんとのばしたり、

パクパク食べたり。お正月の羽つきや  

コマ、凧揚げのリトミックも行います。 

お正月のプログラムを行います。お餅つ

き、凧揚げ、コマ、羽子板で遊んだり、

おせち料理の中身で拍子やビートの聴き

分けをします。お正月のお歌に合わせて

リズムカノンやポリリズムも行います。 

お正月のリトミックを楽しみます。また、お正月

のお歌に合わせてポリリズムやカノンを行いま

す。音符の書き方、楽譜の書き方を学び即興演奏

にも挑戦していきます。 

  本年も、どうぞよろしくお願いします。 

 

 あっという間に年度末が近づき、バチを握る手に子供達の成長を感じます。 

 

 和太鼓と一緒に練習しているものがあります。それは「チャッパ」です。 

 小さなシンバルに似た銅ばち2つを両手に持ち、打ち合わせて音を出します。 

 

 和太鼓演奏や民謡の際の鳴り物として脇役に見えますが、同じ鳴り物の「チャンチキ」同様に 

 曲調全体を把握している必要があります。とても重要な存在です。 

 

 叩く場所や振りで曲にインパクトを与えメリハリをつけます。ぜひ注目してみてください。 

和太鼓  菊池翔子先生  



JANUARY 2024 ENGLISH LESSON OUTLINE (TSUDANUMA) 
 

ACTIVITIES SONGS GAMES/BOOK READING CRAFTS 
 1. Am a little snowman 

2. Alphabet Train Food Train 

3. Put on your shirt 

4. Peanut butter and jelly 

5. Chicken Dance 

6. Five Senses 

7. Say Cheese! 

 
➢ A B C 

➢ A is for apple, B is for ball 

➢ What day is it today 

➢ How is the weather 

➢ These are the months of the year 

GAMES 

 

1. MELTING SNOWMAN 
 
 

2. POLAR BEAR 

 
 
 

MAIN THEME 1. Bingo 

 2. Basic Introduction 

1. WINTER(CLOTH)  

 BOOKS 

2. FOOD 1. David Gets in Trouble By David 

 Shannon 

3. SELF INTRODUCTION 2. Polar Bear 

 3. Peekaboo Opposites By Gareth 

 Lucas 

RECURRENT CONCEPTS 

➢ EMOTIONS 

➢ THE ALPHABETS 

➢ PHONICS 

➢ DAYS OF THE WEEKS 

➢ WEATHER CONDITIONS 

➢ MONTHS OF THE YEAR 

➢ MANNERS 

POEM 

1. Am a little Snowman 

2. My Five Senses 

PANDA WORKSHEET/CRAFT 

 

 

 W. SNOWMAN 

 


